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お兄ちゃんと遊ぶ事大

好き�食べる事大好き�

これからも仲良しこよし

の兄弟でいてね！

父　圭・母　千春さん

松下
まつした

響
きょう

くん
1歳3カ月（万善）

山本
やまもと

愛梨
あいり

ちゃん
1歳2カ月（林田）

歌に合わせて踊るのが

大好きな愛梨。笑顔いっ

ぱいのやさしい女の子に

なってね！

父　裕一・母　春香さん

総務省より、高岡由喜子さんが行政

相談委員に委嘱されました。

「国・県などに苦情があるが、どこ

へ相談すればいいか分からない」そん

な時お手伝いするのが行政相談委員で

す。相談は無料で、秘密・匿名希望な

どは厳守されます。月１回の行政相談

のほか、直接口頭・電話・手紙などで

も対応しています。

問い合わせは、コミュニティ課（�

766－8783）へ。

高岡由喜子さん
（ 差 組 字 向 イ
217番地）
�766－4129

行政相談委員に

高岡
たかおか

由喜子
ゆ き こ

さん

人権教育セミナーを開催

�とき 下表の通り　いずれも午後７時～同８時30分

�ところ 生涯学習センター

�受講料 無料

問い合わせは、木津総合会館（�768－0217）へ。

１回

２回

３回

４回

と　き

９月26日

（水）

10月10日

（水）

10月24日

（水）

11月７日

（水）

テーマ

同和問題「破

戒100年」

人権文化「人

権の町づくり」

高齢者の人権

障害者の人権

講　師

太田恭治さん（大阪人権

博物館）

中尾由喜雄さん（芦屋市

立上宮川文化センター）

松本久司さん（生野喜楽

苑施設長）

東田政信さん（町社会福

祉協議会）

�とき ９月3 0日（日）午前1 0時～午

後３時

�ところ 道の駅いながわ

�内容 ◎猪名川産の栗・椎茸・新

米などの町特産品の展示販売　◎ふ

るまい餅　◎栗つかみ取り（有料）

◎椎茸詰め放題（有料） ◎猪名川

源流太鼓の

演奏など

問い合わ

せは、町観

光協会（農

林商工課内

�7 6 6－0 0 0 1）

へ。

町内在住の皆さんに、

町に対する理解を深めて

いただくため「ふるさと

バス」を運行します。

今回は阿古谷地区で栗

拾 い 、 猪 名 川 町 の 水 瓶

「一庫ダム」の見学などを

実施します。ふるさとバ

スに参加して、楽しい一

日を過ごしましょう。

�とき 1 0月４日（木）

午前９時4 0分町役場正面

ロビー集合（雨天決行）

午後３時15分解散予定

�コース 道の駅いな

がわ～一庫ダム見学～井

谷栗園（昼食・栗拾い）

�参加費 1 , 8 5 0円＝入園

料（栗１kgのお土産付き）、

昼食代、保険代

�募集人数 3 0人（多

数抽選）

�申込み ９月 1 8日か

ら同 2 1日までに、電話で

総務課広報担当へ申込み

ください。

問い合わせは、同課（�

7 6 6－8 7 0 7）へ。

10月4日（木）運行

�とき 10月８日（祝）午前９時～

�ところ スポーツセンター

�対象 小学生以上（町外在住者も可）

�募集種目・募集数

・グラウンドゴルフ　一般32組、小学生16組（５人１組）

・ペタンク　（男女・小学生混合可）32組（３人１組）

・ファミリーバドミントン　（男女・小学生混合可）1 6

組（４人１組）※各先着順

�参加費 一般5 0 0円　小中学生3 0 0円（保険料含む。当

日徴収）

申込み・問い合わせは、所定の申込用紙に記入し、９

月2 6日までに、持参またはＦＡＸで体育協会事務局（ス

ポーツセンター内�768－2277・ＦＡＸ768－0269）へ。

第12回 いながわスポーツ祭 参加者募集

第第 77 回回 猪猪 名名 川川
秋秋 山山 味味 覚覚 まま つつ りり 開開 催催

�とき　1 0月７日（日）開演＝午後２時3 0分（開場＝同

２時）

�ところ　文化体育館

�出演団体　町立３中学校吹

奏楽部および各校ＯＢ・ＯＧ

�客演奏者　トランペット奏

者　白水大介さん

�入場料　無料

問い合わせは、教育支援室

（�766－6006）へ。

第17回 オータム・ウィンズ・コンサ－ト開催
町町 内内 33 中中 学学 校校 吹吹 奏奏 楽楽 部部 にに よよ るる 合合 同同 演演 奏奏 会会

▲栗のつかみ取りを楽
しむ来場者

猪
名
川
町
美
術
展

第
７
回
「
町
展
」
を
開
催

感
性
豊
か
な
作
品
を
ぜ
ひ
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

９
月
28
日
（
金
）
〜

同
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
（
最
終
日
は
午
後
３
時

ま
で
）

▼
と
こ
ろ

文
化
体
育
館

▼
部
門

絵
画
（
洋
画
、
日
本

画
）、
立
体
・
工
芸
（
彫
刻
な
ど
）、

書
、
写
真

▼
表
彰
式

９
月
30
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
※
表
彰
式
後
、

審
査
員
に
よ
る
講
評
会
を
実
施

予
定

▼
入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習

課
（
�
７
６
７
・
２
６
０
０
）
、

開
催
中
は
文
化
体
育
館
（
�
７

６
６
・
７
４
０
０
）
へ
。

問い合わせは、文化体育館（�766－7400）へ。

�とき　1 2月１日（土）開

演＝午後２時（開場＝同

１時30分）

�ところ　文化体育館

�出演者　 リコーダーＰ

ａｎ！、ギターハーモニ

ー・アイ

�入場料　 無料（文化体

育館・日生・六瀬住民セ

ンター・ふるさと館で９

月2 8日から配付する入場整

理券が必要）

�とき　1 2月２日（日）開

演＝午後２時（開場＝同

１時30分）

�ところ　文化体育館

�出演者　 中国琵琶奏者

エンキ

�入場料　前売＝ 1 , 0 0 0円

当日＝1 , 2 0 0円※９月2 8日

発売開始

※全席自由　就学前幼児の入場はお断りします。

の催し
中国琵琶

エンキコンサートギター＆リコーダー
ジョイントコンサート

▲昨年のコンサートの様子

言 力
の葉

●ステップアップ「言葉の力」検討委員会の設置●
言葉と心についての研究者・臨床心理士・教職員・保護

者・図書館司書などで構成する検討委員会を設置し、調

査・研究のうえ、「言葉の力」を高めるために学校や家

庭・地域社会で取り組んでいくことを検討し、さまざまな

提言を行います。

●学校における研究●
大島小学校と猪名川中学校を「ステップアップ『言葉の

力』研究指定校」として、児童生徒の学習の基盤となる国

語力を向上させるための実践研究を行います。

また、「新教育システム開発プログラム研究協力校」（阿

古谷小学校）で、学校図書館を活用した国語力の育成を研

究します。

これらの研究成果を、幼・保・小・中の連携・一貫教育

を進める中で、全学校・園で共有します。

●シンポジウムの開催●
教職員・保護者・住民の皆さんを対象として、「言葉の

力」について一緒に考えるシンポジウムを開催します。コ

ーディネーターに吉川芳則さん（兵庫教育大学教授）、講

師に斎藤由香さん（サントリー株式会社勤務。祖父は歌

人・斎藤茂吉、父は作家・北杜夫）を予定しています。

●猪名川町読書の日（11月７日）●
読書週間の期間中である1 1月７日、町内の学校・園で一

斉に読書の時間を持ちます。ご家庭でも、小さなお子さん

への読み聞かせや家族で読書に親しむ時間（わずかな時間

で結構です）をお持ちいただければと思います。

●町立図書館と学校図書館との連携強化●
「自ら本に手を伸ばす子ども」を育てるため、町立図書

館と学校図書館が連携して読書活動や読み聞かせ活動を推

進します。

まちづくり

「「 言言 葉葉 のの 力力 」」 をを 高高 めめ るる たた めめ にに
どど んん なな ここ とと をを すす るる のの ？？

～平成19年度の取り組み～

▲町内の小・中学校では、朝読書の時間を設けて、１日の

スタートを切っています。（写真＝中谷中学校）

子
ど
も
達
の
会
話
で
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

単
語
だ
け
で
話
す
。
会
話
が
続

か
な
い
。
人
と
の
関
係
に
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
る
の
か
「
ム
カ
ツ

ク
」「
ウ
ザ
イ
」「
キ
モ
イ
」「
死
ね
」

と
、
人
を
傷
つ
け
る
言
葉
を
簡
単

に
口
に
す
る
・
・
・
。
言
葉
と
心
、

言
葉
づ
か
い
と
心
づ
か
い
は
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
言
葉

に
よ
っ
て
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
問
題
や

子
ど
も
自
身
の
問
題
が
深
刻
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
文
部
科
学
省
で

も
、
子
ど
も
に
よ
る
相
次
ぐ
重
大

事
件
の
発
生
を
受
け
、
再
発
防
止

の
た
め
に
は
お
互
い
の
気
持
ち
を

伝
え
合
う
力
を
高
め
、
生
活
上
の

問
題
を
言
葉
で
解
決
す
る
力
を
育

て
る
た
め
の
取
り
組
み
を
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
が

連
携
し
て
進
め
る
よ
う
求
め
て
い

ま
す
。

20
世
紀
の
「
物
の
時
代
」
に
対

し
て
21
世
紀
は
「
心
の
時
代
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
言
葉
を
大
切

に
す
る
こ
と
は
命
と
心
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
す
。
「
心
の
時
代
」
を

支
え
る
の
は
「
言
葉
の
力
」
な
の

で
す
。

「
言
葉
の
力
」
と
ま
ち
づ
く
り

私
達
は
日
常
生
活
の
中
で
、「
聞

く
」「
話
す
」「
読
む
」
「
書
く
」
と

い
う
、
言
葉
を
使
っ
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動
を
生
み

出
し
て
い
る
の
が
「
言
葉
の
力
」

人
が
知
識
や
知
恵
を
身
に
つ
け
る
と
き
、
物
事
を
考
え
た
り
感
じ

た
り
想
像
し
た
り
す
る
と
き
、
あ
る
い
は
お
互
い
に
考
え
や
感
情
を

伝
え
合
う
と
き
、
多
く
は
「
言
葉
」
を
用
い
ま
す
。
「
言
葉
」
が
よ
り

豊
か
に
な
る
こ
と
で
、
感
性
や
情
緒
が
磨
か
れ
る
と
と
も
に
、
人
と

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
人
と
自
然
が
や
さ
し
く
と
け
あ
う
ふ
る
さ
と
猪
名
川

を
創
造
す
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
を
あ
げ

て
「
言
葉
の
力
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
�　
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
「
言
葉
の
力
」
ま
ち
づ
く
り　
�
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
の
心
と
言
葉
を
は
ぐ
く

む
第
一
歩
は
「
家
庭
」
で
す
。
子

ど
も
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、
家

庭
の
雰
囲
気
や
家
族
の
表
情
・
視

線
・
動
作
な
ど
と
、
「
マ
ン
マ
」

「
ワ
ン
ワ
ン
」
「
か
わ
い
い
」
「
い

た
い
」
「
う
れ
し
い
」
と
い
っ
た

言
葉
と
を
、
五
感
を
通
し
て
重
ね

合
わ
せ
な
が
ら
記
憶
し
蓄
積
し
て

い
き
ま
す
。
あ
い
さ
つ
や
会
話
、

読
み
聞
か
せ
や
読
書
な
ど
で
、
た

っ
ぷ
り
と
豊
か
な
言
葉
に
触
れ
さ

せ
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
「
言
葉

の
力
」
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
子
ど
も
は
大
人
の
言
葉

づ
か
い
や
話
し
ぶ
り
を
見
聞
き
し

て
覚
え
ま
す
。
て
い
ね
い
な
言
葉

づ
か
い
、
乱
暴
な
言
葉
づ
か
い
、

優
し
い
言
葉
づ
か
い
、
押
し
つ
け

「
言
葉
の
力
」
に
つ
い
て
、
特

に
重
要
な
役
割
を
担
う
の
は
学
校

教
育
で
す
。
な
か
で
も
小
学
校
段

階
の
国
語
教
育
は
極
め
て
重
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
語
教
育
で
は
、
日
常
の
言
語

生
活
を
考
慮
し
て
、
「
聞
く
」
「
話

す
」
「
読
む
」
「
書
く
」
と
い
う
言

語
活
動
を
組
み
合
わ
せ
て
指
導
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
活
動
は
す
べ

て
の
教
科
、
す
べ
て
の
教
育
活
動

で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
は
、

国
語
力
は
す
べ
て
の
教
科
の
基
本

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

も
審
議
の
中
で
、
学
習
や
生
活
の

基
盤
と
し
て
「
言
葉
」
を
重
視
し
、

す
べ
て
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
国

語
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
提
言
さ

れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
学
校
・
園
で
は
、
国
語

科
の
教
員
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て

の
教
職
員
が
今
ま
で
以
上
に
言
葉

を
意
識
し
、
自
ら
の
言
葉
の
力
を

高
め
な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
「
言

葉
の
力
」
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲素晴らしい作品の数々

あ
た
た
か
い
心
と
言
葉
が

か
よ
い
あ
う
心
豊
か
な
ま
ち
に

教
育
支
援
室

�
７
６
６
・
６
０
０
６

問合せ

が
ま
し
い
言
葉
づ
か
い
・
・
・
子

ど
も
達
の
周
り
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

言
葉
づ
か
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
り
、
相

手
を
意
識
し
て
き
ち
ん
と
し
た
話

し
方
を
し
た
り
、
相
手
の
目
を
見

な
が
ら
話
し
た
り
聞
い
た
り
す
る

と
い
う
家
庭
や
地
域
社
会
の
す
ば

ら
し
い
言
語
環
境
が
、
都
市
化
・

少
子
高
齢
化
・
情
報
化
な
ど
の
影

響
で
、
ず
い
ぶ
ん
心
も
と
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

「
言
葉
の
力
」
の
向
上
は
生
涯

に
わ
た
り
追
求
し
て
い
く
べ
き
課

題
で
あ
り
、「
言
葉
の
力
」
を
社
会

全
体
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
て
、

「
言
葉
の
力
」
を
高
め
る
大
切
な
役

割
を
私
達
一
人
ひ
と
り
が
担
う
と

い
う
考
え
方
を
持
ち
、
家
庭
や
地

域
社
会
の
中
で
、
言
葉
づ
か
い
を

意
識
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

「言葉の力 」
を高めると

今
、
な
ぜ
「
言
葉
の
力
」
な
の
で
し
ょ
う
？

「
言
葉
の
力
」
の
第
一
歩
は
家
庭
か
ら

大
切
な
役
割
を
担
う
学
校
教
育

�
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
言
語
環
境
は
と
て
も
大
切
で
す
（
写
真
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

心豊 かなひととまち

学びの充実　豊かな感性と情緒
コミュニケーション能力の向上

「言 葉 の力 」 と は？
①考える力

・分析する・思考する

②感じる力
・相手の気持ちを考える・感

動する

③創造する力
・イメージを思い描く

④表す力
・考え、感じ、想像したことを表

現する

⑥教養・価値観・感性など⑤国語の知識

聞く 話す 読む 書く

で
す
。

「
言
葉
の
力
」
に

は
６
つ
の
要
素
が
あ

り
ま
す
（
下
表
参

照
）
。
①
考
え
る
力

②
感
じ
る
力

③
創

造
す
る
力

④
表
す

力
と
、
こ
れ
ら
を
支

え
そ
の
基
盤
と
な
る

⑤
国
語
の
知
識
⑥
教

養
・
価
値
観
・
感
性

な
ど
で
す
。
言
葉
の

力
と
な
る
要
素
を
磨

き
、
「
言
葉
の
力
」

を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
、
知
識
や
知
恵
を

身
に
つ
け
る
力
を
高

め
、
豊
か
な
感
性
と

情
緒
を
培
い
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
育
て
ま
す
。
そ

し
て
、
あ
た
た
か
く

豊
か
な
心
と
言
葉
が

か
よ
い
あ
う
、
心
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。
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